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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第51期

第３四半期連結
累計期間

第52期
第３四半期連結
累計期間

第51期
第３四半期連結
会計期間

第52期
第３四半期連結
会計期間

第51期

会計期間

自  平成21年
    ３月１日
至  平成21年
    11月30日

自  平成22年
    ３月１日
至  平成22年
    11月30日

自  平成21年
    ９月１日
至  平成21年
    11月30日

自  平成22年
    ９月１日
至  平成22年
    11月30日

自  平成21年
    ３月１日
至  平成22年
    ２月28日

売上高 (百万円) 76,300 81,081 25,232 27,436 102,494

経常利益 (百万円) 3,231 3,871 761 1,191 4,630

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,755 2,160 400 662 2,442

純資産額 (百万円) ― ― 28,537 30,840 29,228

総資産額 (百万円) ― ― 54,087 55,609 54,452

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,367.581,477.961,400.70

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 84.15 103.53 19.21 31.73 117.05

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 52.8 55.5 53.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,837 4,687 ― ― 4,691

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,477 △3,144 ― ― △3,885

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 53 △1,481 ― ― △570

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 3,559 3,442 3,381

従業員数 (名) ― ― 914 941 913

(注)１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載しておりま

せん。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社ベルク(E03216)

四半期報告書

 2/25



　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当企業集団において営まれている事業の内容に重要な変更はあり

ません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数(名) 941　（　2,594　）

(注) 従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は(　)内に当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換

算）を外数で記載しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数(名) 920　（　2,363　）

(注) 従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は(　)内に当第３四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）

を外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】
　

(1) 販売実績

商品別売上状況
　

商品別

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日
  至　平成22年11月30日)

売上高(百万円) 前年同四半期（％）

青果 4,004 116.9

海産 2,695 102.9

精肉 2,957 107.1

日配 4,332 110.7

生鮮計 13,991 110.0

一般食品 7,208 106.9

菓子 4,185 112.7

雑貨 1,369 99.0

グロサリーギフト 78 115.0

グロサリー計 12,842 107.8

その他 602 100.1

合計 27,436 108.7

(注) １　その他については、催事、ベーカリー部門ほかであります。
２  第１四半期連結会計期間より商品別区分を変更したため、前年同四半期比較にあたっては前第３四半期連結
会計期間分を変更後の区分に組替えて行っております。

３　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
　

(2) 仕入実績

商品別仕入状況
　

商品別

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日
  至　平成22年11月30日)

仕入高(百万円) 前年同四半期（％）

青果 3,182 120.5

海産 1,837 101.4

精肉 1,979 104.7

日配 2,616 109.4

生鮮計 9,615 110.1

一般食品 6,001 104.9

菓子 3,272 112.0

雑貨 1,138 99.1

グロサリーギフト 119 104.0

グロサリー計 10,532 106.3

その他 525 100.7

合計 20,674 107.9

(注) １　その他については、催事、ベーカリー部門ほかであります。
２  第１四半期連結会計期間より商品別区分を変更したため、前年同四半期比較にあたっては前第３四半期連結
会計期間分を変更後の区分に組替えて行っております。

３　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府の経済施策による個人消費の喚起や新興国の高

成長に支えられた輸出拡大により企業収益の緩やかな回復の兆しが見られたものの、本格的な景気回復ま

でには至らず、また、急激な円高の進行により企業業績の悪化の懸念が広がるという状況の中で推移いたし

ました。

小売業界におきましては、競合各社の積極的な出店及び販売施策を実施する中、不透明な所得及び雇用環

境、将来的な税負担の増加に対する不安感等から個人消費の持ち直しが遅れ、厳しい経営環境が続いており

ます。

このような状況の中で当企業集団は、消費者の生活防衛意識に応えるべく、購買頻度の高い商品群の価格

強化を一層推進するとともに、商品力の強化及び売場づくりの活性化を図りました。

店舗運営におきましては、当企業集団の最大の特長である標準化された店舗を基盤に、ＬＳＰ（作業割当

システム）の定着化、適正な人員配置を図り、効率的なチェーンオペレーションを推進いたしました。また、

当企業集団では自社物流センターを保有しており、計画的な一括集中仕入、自動検品仕分システムの活用に

より、店舗作業の省力化及び効率化をバックアップする体制を構築しております。

店舗展開におきましては、平成22年９月埼玉県行田市に「行田城西店」、11月埼玉県東松山市に「東松山

新郷店」を新規出店するとともに、競争力の強化及び当社が目指す標準化の推進のため既存店２店舗の改

装を実施いたしました。

地域貢献活動におきましては、「食育活動」として、地域社会の皆様に健康的で豊かな食生活を提供する

ためのイベントの開催及び女子栄養大学との産学連携による食生活の提案を行い、また、「環境活動」とし

て、店頭でお客様からペットボトルや空缶等を回収し再資源化を図るリサイクル活動や既存店の改装に伴

い省エネ工事を実施いたしました。

一方、連結子会社である「株式会社ホームデリカ」は、自社開発商品の製造及び管理体制の充実を行い、

店舗作業の軽減及び利益貢献を図りました。また、「株式会社ジョイテック」は、備品、消耗品及び販売用資

材等の供給や清掃業務等、当企業集団のサービス業務の強化に取り組みました。

なお、第１四半期連結会計期間より、取引先から受け取る仕入リベート契約の変更を行いました。これに

より、前連結会計年度までは第２四半期及び第４四半期に集中しておりました仕入リベートは、商品の仕入

に応じて四半期ごとに計上されます。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間における経営成績は、売上高27,436百万円（前年同四半期比

108.7％）、営業収入を含む営業収益27,995百万円（前年同四半期比106.4％）、営業利益1,135百万円（前

年同四半期比159.0％）、経常利益1,191百万円（前年同四半期比156.6％）、四半期純利益662百万円（前年

同四半期比165.1％）となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

　総資産は、前連結会計年度末と比べ1,157百万円増加し、55,609百万円となりました。この主な要因は、建

物及び構築物、土地の増加によるものであります。

（負債）

　負債は、前連結会計年度末と比べ454百万円減少し、24,769百万円となりました。この主な要因は、未払法

人税等及び長期借入金の減少によるものであります。

（純資産）

　純資産は、前連結会計年度末と比べ1,611百万円増加し、30,840百万円となりました。この主な要因は、利

益剰余金の増加によるものであります。 

　　　　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第２四半期連結会計期間末に比べ62百万

円減少し、3,442百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、990百万円（前年同四半期比119.1％）となり、前年同四半期に比べ158

百万円増加いたしました。これは、税金等調整前四半期純利益及び減価償却費が増加したこと等によるも

のであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

　投資活動の結果使用した資金は、871百万円（前年同四半期比78.7％）となり、前年同四半期に比べ235

百万円減少いたしました。これは、有形固定資産の取得等による支出が減少したこと等によるものであり

ます。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　財務活動の結果使用した資金は、181百万円（前年同四半期の得られた資金は138百万円）となりまし

た。これは、長期借入れによる収入が減少したこと等によるものであります。　　 

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

　　　　　　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

①当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった主要な設備の新

設、除却等について重要な変更はありません。

 

②第２四半期連結会計期間末に計画していた設備計画のうち、当第３四半期連結会計期間に完了した

ものは、次のとおりであります。

会社名 設備名 所在地 事業部門 設備の内容 完了年月

提出会社 行田城西店 埼玉県行田市 小売部門 店舗新設 平成22年９月

提出会社 東松山新郷店 埼玉県東松山市 小売部門 店舗新設 平成22年11月

　

③当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した設備の新設、重要な拡充等の計画はありませ

ん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成22年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年１月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 20,867,800 20,867,800
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 20,867,800 20,867,800 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年11月30日 ― 20,867,800 ― 3,912 ― 4,102

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年８月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）  
普通株式        600

―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他)  普通株式 20,865,000 208,650同上

単元未満株式 普通株式      2,200 ― 同上

発行済株式総数 20,867,800 ― ―

総株主の議決権 ― 208,650 ―

(注)１ 上記の「完全議決権株式（その他）」の「株式数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が 200株(議決権 ２

個）含まれております。

２ 上記の「単元未満株式」の欄には、当社所有の株式が２株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）  
 株式会社   ベルク

埼玉県大里郡寄居町   
大字用土5456番地

600 ― 600 0.00

計 ― 600 ― 600 0.00

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高(円) 847 910 910 871 949 886 880 891 893

最低(円) 805 833 849 830 839 857 840 840 842

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年９月１

日から平成21年11月30日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、海南監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,442 3,381

売掛金 171 186

商品及び製品 3,249 2,825

原材料及び貯蔵品 77 86

繰延税金資産 307 492

その他 1,034 1,734

流動資産合計 8,282 8,706

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 20,472

※
 19,896

土地 13,742 13,235

その他（純額） ※
 2,071

※
 1,768

有形固定資産合計 36,287 34,900

無形固定資産 797 825

投資その他の資産

繰延税金資産 474 457

差入保証金 7,991 7,765

その他 1,781 1,802

貸倒引当金 △5 △5

投資その他の資産合計 10,241 10,019

固定資産合計 47,327 45,746

資産合計 55,609 54,452
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 6,648 5,945

短期借入金 800 950

1年内返済予定の長期借入金 2,721 2,894

未払法人税等 462 1,150

賞与引当金 153 443

役員賞与引当金 22 50

ポイント引当金 183 174

その他 3,014 2,176

流動負債合計 14,005 13,785

固定負債

長期借入金 7,006 7,624

退職給付引当金 239 220

役員退職慰労引当金 280 265

預り保証金 2,905 2,981

その他 330 345

固定負債合計 10,763 11,438

負債合計 24,769 25,223

純資産の部

株主資本

資本金 3,912 3,912

資本剰余金 4,102 4,102

利益剰余金 22,852 21,234

自己株式 △0 △0

株主資本合計 30,867 29,250

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △27 △21

評価・換算差額等合計 △27 △21

純資産合計 30,840 29,228

負債純資産合計 55,609 54,452
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

売上高 76,300 81,081

売上原価 57,022 60,460

売上総利益 19,277 20,620

営業収入 3,144 1,662

営業原価 － 421

営業総利益 22,421 21,861

販売費及び一般管理費 ※
 19,377

※
 18,148

営業利益 3,044 3,713

営業外収益

受取利息 59 58

受取配当金 3 3

受取事務手数料 179 188

違約金収入 67 2

債務勘定整理益 13 17

雑収入 61 45

営業外収益合計 385 316

営業外費用

支払利息 166 154

50周年式典費用 29 －

雑損失 3 3

営業外費用合計 199 158

経常利益 3,231 3,871

特別利益

貸倒引当金戻入額 1 0

特別利益合計 1 0

特別損失

固定資産売却損 1 1

固定資産除却損 53 72

出店計画中止損 41 －

ゴルフ会員権評価損 － 1

特別損失合計 96 76

税金等調整前四半期純利益 3,136 3,795

法人税、住民税及び事業税 1,224 1,463

法人税等調整額 156 171

法人税等合計 1,380 1,634

四半期純利益 1,755 2,160

EDINET提出書類

株式会社ベルク(E03216)

四半期報告書

13/25



【第３四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

売上高 25,232 27,436

売上原価 19,091 20,553

売上総利益 6,141 6,882

営業収入 1,077 558

営業原価 － 140

営業総利益 7,218 7,301

販売費及び一般管理費 ※
 6,504

※
 6,165

営業利益 714 1,135

営業外収益

受取利息 19 19

受取配当金 1 1

受取事務手数料 63 63

違約金収入 － 1

債務勘定整理益 4 4

雑収入 15 16

営業外収益合計 104 106

営業外費用

支払利息 55 49

雑損失 1 1

営業外費用合計 57 50

経常利益 761 1,191

特別利益

貸倒引当金戻入額 0 －

特別利益合計 0 －

特別損失

固定資産除却損 32 26

ゴルフ会員権評価損 － 0

特別損失合計 32 27

税金等調整前四半期純利益 728 1,164

法人税、住民税及び事業税 113 288

法人税等調整額 214 214

法人税等合計 327 502

四半期純利益 400 662
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,136 3,795

減価償却費 1,548 1,693

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） △269 △290

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7 △27

ポイント引当金の増減額（△は減少） 11 9

退職給付引当金の増減額（△は減少） 23 18

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10 15

受取利息及び受取配当金 △62 △61

支払利息 166 154

固定資産売却損益（△は益） 1 1

固定資産除却損 53 72

出店計画中止損 41 －

売上債権の増減額（△は増加） △34 15

たな卸資産の増減額（△は増加） △151 △415

仕入債務の増減額（△は減少） 863 702

預り保証金の増減額（△は減少） 2 △0

その他 593 1,237

小計 5,924 6,922

利息及び配当金の受取額 9 8

利息の支払額 △150 △133

法人税等の支払額 △1,946 △2,110

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,837 4,687

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,044 △2,944

有形固定資産の売却による収入 9 3

無形固定資産の取得による支出 △35 △34

差入保証金の差入による支出 △182 △397

差入保証金の回収による収入 453 440

預り保証金の受入による収入 457 28

預り保証金の返還による支出 △106 △124

その他 △29 △116

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,477 △3,144
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △500 △150

長期借入れによる収入 3,300 1,462

長期借入金の返済による支出 △2,168 △2,253

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △578 △539

財務活動によるキャッシュ・フロー 53 △1,481

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 413 61

現金及び現金同等物の期首残高 3,146 3,381

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,559

※
 3,442
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

会計処理の原則、手続、表示方法等の変更

１　物流費用の計上区分の変更

従来、物流関連費用については、販売費及び一般管理費に計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間よ

り、営業収入に計上している「物流収入」（仕入取引先から当社物流センターへ納品される商品の店舗への配

送業務に対して仕入取引先から受け取る収入等）より控除する方法に変更いたしました。 

　これは、今後業容の拡大とともに物流関連の収益及び費用の増加が想定されることから、費用を収益から控除

することにより物流部門における実質的な収益を明確にするとともに、営業総利益をより適正に表示するため

に行ったものであります。 

　この変更に伴い、従来と同一の方法によった場合と比べ、当第３四半期連結累計期間に係る営業収入、販売費及

び一般管理費がそれぞれ1,633百万円減少し、営業総利益は同額減少しております。なお、営業利益、経常利益及

び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

２　賃貸原価の計上区分の変更

従来、賃貸収入に対応する費用については、販売費及び一般管理費に計上しておりましたが、第１四半期連結

会計期間より、営業原価に計上する方法に変更いたしました。 

　これは、今後賃貸収入の重要性が増すことに鑑み、賃貸収入に対する原価を明確にすることにより営業総利益

をより適正に表示するために行ったものであります。 

　この変更に伴い、従来と同一の方法によった場合と比べ、当第３四半期連結累計期間に係る営業原価は421百万

円増加し、営業総利益、販売費及び一般管理費がそれぞれ同額減少しております。なお、営業利益、経常利益及び

税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

１　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

仕入リベートの契約の変更　

　仕入リベート契約については、従来、リベート計算期間が概ね半年または年間となっておりましたが、第１四半期

連結会計期間より、計算期間を概ね月間に変更いたしました。

　この変更に伴い、従来、第２四半期及び第４四半期に集中して計上しておりました仕入リベートは、変更後の仕入

リベート契約の計算期間に応じて計上しております。この結果、当第３四半期連結累計期間では売上原価は320百

万円減少し、売上総利益、営業総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ同額増加して

おります。なお、当連結会計年度については、従来の計算期間と同様となりますので、損益に与える影響はありませ

ん。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末
(平成22年２月28日)

※　有形固定資産の減価償却累計額      13,928百万円※　有形固定資産の減価償却累計額      12,522百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
  至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
　　至　平成22年11月30日）

※　販売費及び一般管理費の主なもの

ポイント引当金繰入額 11百万円

給料及び手当 5,976百万円

賞与引当金繰入額 144百万円

役員賞与引当金繰入額 22百万円

退職給付費用 105百万円

役員退職慰労引当金繰入額 14百万円

地代家賃 2,992百万円

減価償却費 1,405百万円

※　販売費及び一般管理費の主なもの

ポイント引当金繰入額 9百万円

給料及び手当 5,954百万円

賞与引当金繰入額 150百万円

役員賞与引当金繰入額 22百万円

退職給付費用 107百万円

役員退職慰労引当金繰入額 15百万円

地代家賃 2,791百万円

減価償却費 1,363百万円

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年９月１日 
  至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月１日
　　至　平成22年11月30日）

※　販売費及び一般管理費の主なもの

ポイント引当金繰入額 5百万円

給料及び手当 1,986百万円

役員賞与引当金繰入額 7百万円

退職給付費用 35百万円

役員退職慰労引当金繰入額 4百万円

地代家賃 995百万円

減価償却費 510百万円

※　販売費及び一般管理費の主なもの

ポイント引当金繰入額 4百万円

給料及び手当 2,004百万円

役員賞与引当金繰入額 7百万円

退職給付費用 35百万円

役員退職慰労引当金繰入額 5百万円

地代家賃 942百万円

減価償却費 487百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
  至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
　　至　平成22年11月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

                         （平成21年11月30日現在）

現金及び預金 3,559百万円

現金及び現金同等物 3,559百万円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

                         （平成22年11月30日現在）

現金及び預金 3,442百万円

現金及び現金同等物 3,442百万円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　

至　平成22年11月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 20,867,800

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 639

　
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月27日
定時株主総会

普通株式 250 12.00平成22年２月28日 平成22年５月28日 利益剰余金

平成22年10月５日
取締役会

普通株式 292 14.00平成22年８月31日 平成22年11月４日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日)及び当第３四半期連結会計期

間(自 平成22年９月１日 至 平成22年11月30日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成21年３月１

日　至　平成21年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

　当企業集団は、小売業のみを営んでおり、単一のセグメントであるため、事業の種類別セグメント情報は

記載しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日)及び当第３四半期連結会計期

間(自 平成22年９月１日 至 平成22年11月30日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成21年３月１

日　至　平成21年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

　当企業集団には本邦以外の国または地域に支店及び連結子会社がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日)及び当第３四半期連結会計期

間(自 平成22年９月１日 至 平成22年11月30日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成21年３月１

日　至　平成21年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日)

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末
(平成22年２月28日)

　 　

１株当たり四半期純資産額 1,477円96銭
　

　 　

１株当たり純資産額 1,400円70銭
　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
  至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年11月30日)

１株当たり四半期純利益 84円15銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 

１株当たり四半期純利益 103円53銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
  至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 1,755 2,160

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,755 2,160

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 20,867 20,867

　
第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年９月１日 
  至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日 
  至　平成22年11月30日)

１株当たり四半期純利益 19円21銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 

１株当たり四半期純利益 31円73銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年９月１日 
  至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日 
  至　平成22年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 400 662

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 400 662

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 20,867 20,867

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　第52期（平成22年３月１日から平成23年２月28日まで）中間配当については、平成22年10月５日開催

の取締役会において、平成22年８月31日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとお

り中間配当を行うことを決議いたしました。

　①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　   292百万円

　②１株当たりの金額　　　 　　　　　　　　　　　　   14円00銭

　③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成22年11月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年１月12日

株式会社ベルク

取締役会  御中

　
海南監査法人

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    古    川    雅    一    印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    溝    口    俊    一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ベルクの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月

30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。表の

作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

当当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ベルク及び連結子会社の平成21年11

月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年１月13日

株式会社 ベルク

取締役会  御中

　
海南監査法人

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    島    根    秀    雄    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    溝    口    俊    一    印

　
　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ベルクの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成

22年９月１日から平成22年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年11

月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半

期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は

経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ベルク及び連結子会社の平成22年11

月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
　追記情報

１．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更１に記載のとおり、従来、物流関連費

用については販売費及び一般管理費に計上していたが、第１四半期連結会計期間より、営業収入に計上し

ている「物流収入」より控除する方法に変更した。

２．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更２に記載のとおり、従来、賃貸収入に

対応する費用については販売費及び一般管理費に計上していたが、第１四半期連結会計期間より、営業原

価に計上する方法に変更した。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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